
第
一
著
書

「
戦
記
物
語
の
研
究
」
筑
波
書
店
発
行
昭
和
十
一
年
一
月

「
太
平
記
の
研
究
」
河
出
書
房
発
行
昭
和
十
三
年
八
月

「
中
世
国
文
学
研
究
」
磯
部
甲
陽
堂
発
行
昭
和
十
八
年
五
月

「
改
訂
増
補
戦
記
物
語
の
研
究
」
磯
部
甲
陽
堂
発
行
昭
和
十
九
年
二
月

・
第
二
論
文

○
論
文
は
通
俗
的
で
、
学
術
上
の
意
味
の
な
い
も
の
や
、
他
の
人
の
著
書

に
対
す
る
書
評
の
類
は
省
略
し
た
。
雑
誌
に
発
表
し
て
後
、
前
掲
の
著

耆
に
収
載
し
た
も
の
は
○
印
を
附
け
た
。
論
文
の
内
容
の
一
部
分
を
前

掲
の
著
書
に
収
め
た
も
の
に
は
△
印
を
附
け
て
、
こ
れ
を
区
別
し
た
。

○
「
平
家
物
語
著
述
の
資
料
に
就
き
て
」（

露
奪
韓
）
薙
鮭
年
四
、

（
伝
弍
〈
環
汁
調
篝
第
）
誌
垂
叶
二
年
十
一

○
「
鵯
長
明
伊
勢
記
考
」

（
毒
垂
第
苛
討
年
）
誌
恥
十
一
二
年
五
、

○
「
方
丈
記
管
見
」

○
「
茂
範
卿
の
唐
鏡
に
就
い
て
」
（
罐
極
識
十
五
年
）
大
正
十
三
年
九
月

「
長
門
本
平
家
と
盛
衰
記
と
の
関
係
」（

篝
校
葬
計
五
年
）
誌
正
十
三
年
十
二

後
藤
丹
治
博
士
著
書
並
論
文
目
録

後
藤
丹
治
博
士
著
書
並
論
文
目
録

や
も
今
ウ
寺

「
諸
書
に
引
か
れ
た
る
平
家
物
語
に
つ
き
て
」

（
塞
ぎ
識
十
六
年
）

（
塞
壺
識
十
六
年
）

○
「
禅
中
記
の
研
究
」

○
「
慈
心
坊
の
説
話
と
冥
途
蘇
生
記
」

．
（
塞
岐
識
十
六
年
）

「
屋
烏
合
戦
縁
起
に
就
い
て
」
（
準
極
諦
十
六
年
）

（
繧
垂
漢
希
一
弐
奔
第
）

○
「
東
関
紀
行
私
見
」

「
日
蓮
の
遺
文
其
他
よ
り
観
た
る
平
家
物
語
」

（
筆
述
識
十
七
年
）

○
「
私
が
最
近
に
見
た
秋
津
嶋
物
語
」

（
繧
誰
識
十
七
年
）

「
平
家
物
語
の
註
釈
及
び
研
究
」
（
霊
壷
垂
詞
蒄
毒
）

○
「
海
道
記
の
証
本
と
其
の
成
立
」
（
輻
癖
醒
吹
迦
諦
）

○
「
創
始
時
代
の
平
家
琵
琶
と
覚
一
検
校
」

、
歴
史
地
理
第
四
〆

〆
十
九
巻
第
三
号
』

（
舞
誇
叫
識
第
二
）

○
「
登
山
状
と
雑
談
集
」

，

9

五

九

大
正
十
四
年
一
月

大
正
十
四
年
六
月

大
正
十
四
年
七
月

大
正
十
四
年
十
月

大
正
十
四
年
十
一
、

十
二
月

大
正
十
五
年
一
月

大
正
十
五
年
六
月

大
正
十
五
年
十
月

昭
和
二
年
一
、
二

月昭
和
二
年
三
月

昭
和
二
年
四
月



○
「
初
期
の
平
曲
に
関
す
る
研
究
」
（
率
醍
琴
鞄
極
毒
）

○
「
朗
詠
百
首
に
就
い
て
」

（
銅
霊
掴
菫
証
研
）

○
「
宴
曲
に
関
す
る
二
三
の
考
察
」
（
蠣
霊
錘
櫃
垂
詳
第
）

「
新
た
に
知
ら
れ
た
小
野
篁
日
記
」

（
銅
謡
蝿
掴
童
詩
第
）

○
「
異
本
堤
中
納
言
と
小
夜
こ
ろ
も
」（

銅
壷
巻
率
亟
雪
）

「
延
年
舞
歌
詞
そ
の
他
」

套
一
雌
の
趣
味
第
）

△
「
平
家
物
語
難
語
考
」
（
逼
需
逼
杖
皿
研
蚕
揮
仁
計
）

○
｜
‐
藤
葉
和
歌
集
と
小
倉
実
教
」
（
認
需
逼
極
一
土
諦
）

○
「
方
丈
記
研
究
」

（
癖
剰
諸
罐
噺
日
）

○
「
方
丈
記
新
説
」

（
纒
罐
垂
国
極
識
五
）

△
「
平
家
物
語
出
典
の
研
究
」
（
銅
癖
壬
国
華
学
罐
一
己

「
馬
琴
の
八
犬
士
と
個
性
描
写
」
（
轄
痙
謎
一
十
年
）

○
「
若
衆
や
女
房
を
教
訓
し
た
宗
祇
の
歌
」

（
彌
霊
聿
極
や
弱
）

○
「
源
氏
一
品
経
と
源
氏
表
白
」
（
銅
謡
宰
極
皿
諦
）

○
「
両
足
院
本
平
家
物
語
」

（
壱
胸
の
趣
味
第
）

○
「
平
家
花
揃
と
い
ふ
書
に
就
き
て
」

。
‐
▲
｛
や
ｉ
△
ｆ

（
準
罐
と
文
学
第
）
昭
和
六
年
一
月

昭
和
二
年
九
月

昭
和
二
年
十
月

△
「
小
堀
氏
の
駁
説
を
読
み
て
再
び
源
氏
供
養
表
白
を
論
ず
」

（
蠣
糯
錘
暉
鄙
学
第
）
昭
和
六
年
七
月

昭
和
二
年
十
一
月
「
平
家
物
語
の
典
拠
あ
る
語
句
に
つ
き
て
」

（
軸
訓
罰
本
文
学
）
昭
和
六
年
六
月

昭
和
二
年
十
二
月
「
平
家
物
語
の
研
究
に
つ
い
て
」

（
湖
到
紳
瞬
鐵
学
）
昭
和
六
年
九
月
↓

昭
和
三
年
五
月

○
「
建
久
御
巡
礼
記
を
論
じ
て
宇
治
拾
迫
の
著
述
年
代
に
及
ぶ
」

（
玲
諏
幟
誕
如
評
）
昭
和
六
年
九
月

昭
和
三
年
五
月

昭
和
三
年
六
月
、

○
「
馬
琴
の
読
本
と
太
平
一
記
！
’
（
割
引
都
熱
壷
雲
）
昭
和
六
年
十
二
月

四
年
一
、
二
月

昭
和
三
年
八
月

△
「
日
本
文
学
書
目
解
説
室
町
時
代
」

（
詫
稚
靜
確
晒
悴
女
）
昭
和
七
年
三
月

昭
和
三
年
九
月

昭
和
三
年
十
一
、
「
平
家
物
語
序
説
」

（
聿
王
学
郵
口
壹
巻
第
）
岬
鞆
圭
脾
十
一
月
、

十
二
月

○
「
平
家
物
語
の
作
者
及
び
作
成
年
代
と
定
説
の
再
吟
味
」

昭
和
四
年
二
、
三
、

（
認
諦
掴
菫
識
二
）
昭
和
七
年
十
二
月

五
月

昭
和
四
年
七
月
○
「
野
呂
匡
氏
の
海
道
記
と
藤
原
秀
能
と
い
ふ
文
を
読
み
て
」

、
（
誕
哩
詮
銅
菫
壽
）
昭
和
八
年
二
月

昭
和
四
年
九
月

（
錨
嬬
窄
識
第
三
）
昭
和
八
年
二
月

「
清
少
納
言
息
女
考
」

昭
和
五
年
九
月
○
「
曾
我
物
語
に
於
け
る
史
実
の
検
討
」（

鞄
揮
謎
窪
醒
壽
）
昭
和
八
年
四
月

昭
和
五
年
十
二
月

「
雑
考
四
則
」
（
文
学
創
刊
号
）
昭
和
八
年
四
月

ｆ
垂
』
一
２
－

二一

／、

○



○
一
岩
清
水
物
語
は
果
し
て
宝
治
文
永
年
間
の
作
か
」
・

ゞ
。
（
域
鐸
第
一
巻
第
）
昭
和
八
年
十
月

（
銅
舗
琴
鞄
拉
彗
号
）
昭
和
八
年
十
一
月

○
「
近
古
小
説
と
太
平
記
」

（
睡
韓
垂
叶
継
稀
）
昭
和
八
年
十
二
月

○
「
児
物
語
の
研
究
」

「
枕
草
子
『
小
白
河
』
の
再
検
討
」

（
訟
詳
第
二
巻
第
）
昭
和
九
年
一
月

「
十
二
段
草
子
と
平
家
物
語
」
（
文
学
第
二
巻
第
）
／
昭
和
九
年
二
月

／
一
百
万

「
鎌
倉
時
代
の
仏
教
文
学
」
（
翔
蔀
辨
郡
弦
託
）
昭
和
九
年
四
月

○
「
近
古
小
説
の
二
三
に
つ
い
て
」
（
銅
儒
圭
霊
謹
酔
号
）
昭
和
九
年
五
月
〕

守
執

「
平
家
を
典
拠
と
せ
る
巣
林
子
の
語
句
に
就
い
て
」

（
銅
需
画
霊
第
四
）
昭
和
九
年
八
月

○
「
平
家
物
語
の
宇
治
川
先
陣
の
説
話
は
果
し
て
作
者
の
創
作
か
」

（
抽
与
叩
詮
諦
極
璋
謹
）
昭
和
九
年
十
一
月

（
趣
塞
維
呼
諦
郵
詳
）
昭
和
九
年
十
一
月

○
「
方
丈
記
の
研
究
」

“
「
蛇
性
の
婬
の
成
立
と
源
氏
物
語
」

（
毒
謝
葬
識
準
維
轌
鐸
廿
）
昭
和
九
年
十
一
月

「
雨
月
物
語
に
及
ぼ
せ
る
源
氏
物
語
の
影
響
」

（
挙
搾
桐
垂
幸
四
）
昭
和
九
年
十
二
月

○
「
平
家
物
語
灌
頂
巻
成
立
の
諸
問
題
」（

鴎
》
第
二
巻
第
）
昭
和
九
年
十
一
Ｆ
月

「
雨
月
物
語
よ
り
本
朝
酔
菩
提
へ
」

ノ

後
藤
丹
治
博
士
著
書
並
論
文
目
録

F
◆

（
宝
雲
第
十
一
号
）
昭
和
十
年
一
月

「
京
伝
の
読
本
二
種
と
雨
月
物
語
」

、
文
学
第
三
巻
第
）
昭
和
十
年
六
月

〆
一
ハ
ロ
万

△
「
薄
雪
物
語
の
成
立
と
商
野
博
士
説
の
再
吟
味
」

（
一
坐
諦
諏
極
孝
謹
）
昭
和
十
年
十
一
月

「
遊
仙
窟
に
就
い
て
吉
田
氏
へ
」
（
杖
弄
蓉
三
巻
第
）
昭
和
十
年
十
二
月

「
笹
淵
氏
の
宇
津
保
物
語
に
関
す
る
論
考
を
読
み
て
」

（
率
癖
雪
霊
第
六
）
昭
和
十
一
年
一
月

「
四
人
比
丘
尼
の
成
立
と
原
拠
」
（
文
学
第
四
巻
第
）
昭
和
十
一
年
三
月

．
／
二
百
万
、

（
鞆
檮
垂
銅
載
酔
号
）
昭
和
十
一
年
四
月

○
「
太
平
記
の
一
研
究
」

（
宰
趣
与
認
押
圭
罐
）
昭
和
十
一
年
七
月

「
雨
月
物
語
雑
考
」

（
銅
嬬
認
趣
十
号
）
昭
和
十
一
年
十
月

「
篁
物
語
新
考
」

「
遊
仙
窟
・
新
楽
府
・
仏
祖
三
経
」
（
率
壗
銅
謹
三
号
）
昭
和
十
二
年
三
月

「
太
平
記
概
説
」
〃
（
率
議
弄
辨
銅
垂
謡
）
昭
和
十
二
年
三
月

○
「
弓
張
月
の
白
峯
に
つ
い
て
」
（
翠
趣
諄
誹
郡
垂
識
）
昭
和
十
二
年
五
月

△
「
馬
琴
の
読
本
石
言
遺
響
に
つ
い
て
」（

棡
皇
冒
瀧
識
礒
識
三
）
昭
和
十
二
年
七
月

「
吉
野
の
哀
史
ｌ
太
平
記
に
つ
い
て
ｌ
」

（
識
識
繧
這
諒
四
）
罪
和
十
二
年
十
一

（
認
稗
桔
雪
通
信
）
飛
和
十
二
年
十
一

、
「
馬
琴
雑
姐
」

｛
■
‐
曲
．
‐
筆
三
便
寺
４

』
、
一

一
／
’



’一

「
太
平
記
と
武
士
道
精
神
」
（
癖
華
鍔
辨
撫
圭
謡
賞
）
蹄
和
十
二
年
十
二

○
「
お
伽
草
子
と
後
代
文
学
」
（
坤
雑
弄
辮
識
垂
罐
）
昭
和
十
三
年
三
月

「
日
蓮
聖
人
御
遺
文
と
平
家
物
語
」

（
睡
柾
訟
学
）
昭
和
十
三
年
三
月

「
読
本
三
種
考
証
ｌ
桜
姫
全
伝
、
月
氷
奇
縁
、
阿
古
義
物
語
ｌ
」

（
評
濡
醍
霊
第
八
）
昭
和
十
三
年
四
月

「
室
町
時
代
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
」（

舗
錘
榊
霊
第
三
）
昭
和
十
三
年
五
月

「
雨
月
物
語
管
見
」
‐
（
謹
漢
第
四
十
九
）
昭
和
十
三
年
七
月

（
湘
藷
文
化
第
十
）
昭
和
十
四
年
四
月

「
木
石
余
證
考
証
」

（
掴
糯
銅
霊
第
九
）
昭
和
十
四
年
五
月

「
読
本
考
証
続
説
」

（
謹
辿
搾
隷
駈
蓉
呵
唾
）
昭
和
十
四
年
五
月

「
大
平
一
記
原
拠
新
考
」

（
榧
綜
郷
認
識
五
）
昭
和
十
四
年
六
月

「
平
家
物
語
成
立
考
」

○
「
六
代
勝
享
記
を
論
じ
て
承
久
記
の
作
成
問
題
に
及
ぶ
」

（
域
諄
第
七
巻
第
）
昭
和
十
四
年
七
月

（
確
率
誼
読
蒜
華
集
）
昭
和
十
五
年
二
月

一
‐
平
家
物
語
文
章
私
見
」

「
承
久
記
概
説
」
．
（
韮
樫
弐
誕
錘
毒
識
）
昭
和
十
五
年
五
月

「
再
び
室
町
時
代
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
‐
｜

（
藷
誕
柵
霊
魂
五
）
昭
和
十
五
年
十
月

○
「
曾
我
物
語
に
関
聯
し
て
」
（
挙
錘
制
聿
識
五
）
恥
和
十
五
年
十
一

や一

も

一一キ

委

善寺一

＄
優

●
竜

h

､ゲ

ナ皇

杢

W
f

「
平
家
物
語
著
述
年
代
考
」
（
趣
檸
難
攝
議
五
什
一
誠
）
慨
荊
斗
抗
奔
叶
、

「
馬
琴
の
読
本
と
雨
月
物
語
」
（
謎
諦
醜
蝿
字
論
）
昭
和
十
七
年
三
月

「
京
伝
其
他
の
作
家
の
読
本
と
雨
月
物
語
‐
｜

（
謹
諦
嚥
鍵
学
諭
）
昭
和
十
七
年
七
月

（
謹
趣
稲
誹
第
一
）
聰
和
十
七
年
十
二

「
五
雑
凱
と
雨
月
物
語
」

「
垣
根
草
の
鞆
晴
宗
の
話
と
そ
の
展
開
」

（
識
読
撫
准
準
諭
）
昭
和
十
八
年
八
月

「
高
倉
院
升
暹
記
に
つ
い
て
」

（
雪
体
需
畢
謡
壁
酔
始
癖
）
昭
和
十
八
年
九
月

「
古
典
文
学
の
註
釈
的
研
究
へ
の
三
つ
の
態
度
」

（
称
論
極
式
鐸
）
恥
和
二
十
二
年
七

「
雨
月
物
語
と
本
朝
神
社
考
と
の
関
係
」

（
錘
読
櫛
唖
詳
）
月昭
和
二
十
三
年
三

（
藷
罐
悔
裁
号
）
躯
和
二
十
三
年
六

「
雨
月
物
語
札
記
」

（
牽
戎
報
究
）
恥
和
二
十
三
年
六

「
雨
月
物
語
謝
記
」

「
萢
張
難
黍
の
故
事
と
日
本
文
学
」

（
議
論
握
痙
篝
）
恥
和
二
十
三
年
六

「
読
書
雑
志
’
六
代
勝
事
記
と
石
清
水
文
書
ｌ
」

、
国
語
国
交
第
十
一
昭
和
二
十
三
年
七

〆
七
巻
第
四
号
』
月

「
雨
月
物
語
青
頭
巾
の
一
典
拠
」
（
嗣
蓉
輻
痙
読
十
）
恥
和
二
十
三
年
十

一
、
一
一

二
／
一
一



（
諦
韮
雑
刊
）
、
躯
和
二
十
五
年
四

「
滝
口
入
道
統
説
」

「
読
書
雑
誌
ｌ
遊
京
漫
録
と
馬
琴
ｌ
」（

掴
塞
銅
謹
顎
十
）
蝿
和
二
十
五
年
十

「
京
伝
の
読
本
二
種
と
雨
月
物
語
と
の
関
係
」

（
謹
誹
燕
剰
錘
鉦
雪
諦
年
）
耗
和
二
十
五
年
十

「
三
国
妖
婦
伝
に
つ
い
て
」
（
霊
部
謹
三
巻
）
飛
和
二
十
六
年
一

「
京
伝
の
読
本
安
積
沼
と
雨
月
物
語
と
の
関
係
」

（
輻
菫
辨
諭
叢
）
掘
泡
一
十
六
年
五

「
河
海
抄
所
引
枕
草
子
に
関
聯
し
て
」（

癖
塞
芯
癖
研
）
掘
和
二
十
六
年
七

（
趣
疏
嘩
垂
誇
）
那
和
二
十
七
年
四

「
万
葉
集
と
雨
月
物
語
」

（
揮
毫
叩
額
鍼
罐
圭
）
柵
和
二
十
七
年
十

「
夢
応
の
鯉
魚
の
原
拠
」

「
中
国
の
典
籍
と
雨
月
物
語
」
（
罎
藝
叩
銅
霊
揮
一
一
一
号
）
韮
師
二
十
七
年
十

「
秋
成
の
旧
作
と
雨
月
物
語
ｌ
世
間
猿
、
妾
気
厩
の
再
現
Ｉ
」

（
国
文
学
第
九
号
）
柵
和
二
十
八
年
一

「
雨
月
物
語
研
究
」
（
藝
蓉
伊
幟
鐸
諦
娃
娠
鍔
準
趣
合
）
蝿
和
二
十
八
年
三

「
剪
燈
新
話
と
雨
月
物
語
と
の
関
係
」
‐

（
睡
赫
岬
榧
篝
郷
垂
認
学
）
認
和
二
十
八
年
五

「
雨
月
物
語
の
成
立
と
剪
燈
新
話
」
（
掴
語
挙
趣
鐸
一
乙
聰
和
二
十
八
年
七

「
蛇
性
の
婬
の
成
立
と
源
氏
物
語
」

後
藤
丹
治
博
士
著
書
並
論
文
目
録

・
汐
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｒ
’

四

（
錘
討
醒
霊
学
）
昭
和
二
十
九
年
一

月
・

「
雨
月
物
語
典
拠
新
考
ｌ
中
世
の
作
品
三
種
に
つ
い
て
１
」

垂
汕
究
日
本
文
学
ノ
昭
和
二
十
九
年
七

〆
創
刊
号
一
月

（
恥
幅
の
女
性
）
郷
和
二
十
九
年
九

一
‐
横
笛
」

（
”
幅
の
女
性
）
恥
和
二
十
九
年
九

「
平
家
物
語
の
女
性
」

「
滝
口
入
道
雑
迦
」
昭
和
二
十
九
年
十

（
詫
赫
十
四
集
）
‐
月

「
雨
月
物
語
と
伊
勢
、
今
昔
と
の
関
係
」

昭
和
三
十
年
十
一

（
翠
亟
吟
諭
叢
）
月

「
雨
月
物
語
白
峯
の
諸
典
拠
ｌ
保
元
物
語
か
ら
白
峯
寺
縁
起
ま
で
ｌ
」

（
錘
命
郵
蚊
雲
）
那
和
三
十
一
年
三

一
ｉ
英
繁
二
害
と
雨
月
物
語
と
の
関
係
」（

桐
璋
頚
識
塞
壼
）
諦
和
三
十
一
年
三

「
註
釈
ｌ
弓
張
月
の
註
釈
に
関
聯
し
て
ｌ
」

（
評
権
極
準
研
究
）
・
墾
獅
三
寸
一
年
十

一
‐
平
家
物
語
の
参
考
文
献
」
（
鐇
副
需
嘩
謡
柿
苓
錘
）
那
和
三
十
二
年
六

Ｆ
Ｉ
Ｌ
ｐ
‐

｛
、
と
二

二
／
’
二


